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研究成果の概要（和文）：今日の経済のグローバル化がもたらす途上国のインフォーマル部門への影響については、多
くの研究者や開発関係者が関心を寄せるようになってきた。こうした関心の拡大を背景に、本研究では、多くのインフ
ォーマル企業が活躍するベトナムの国内市場を中心に担う縫製産業に焦点を当て、グローバル経済化が地場企業・産業
にもたらす影響と途上国の労働集約型の工業化戦略について、グローバル・バリュー・チェーンの分析枠組みを用いて
研究を実施した。その結果、グローバル経済化において、途上国の産業高度化に対するインフォーマル経済の可能性と
、これまで輸出志向型の開発政策では見過ごされてきた国内市場の重要性が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The informal economy is the largest provider of non-agricultural jobs in may devel
oping countries, and how this sector has been affected by the globalizing trend in production and distribu
tion has become one of the key concerns of its policy makers and development professionals. In line with t
his, this research focused on how the ongoing globalization has affected the informal economies in develop
ing countries, by looking at the case of the Vietnamese domestic market oriented garment industry, using t
he global value chain (GVC) framework. In light of upgrading possibilities of local informal industries in
 developing countries, and also in terms of its overall industrialization prospects, it has been argued th
at while export markets remain important avenues for industrial upgrading, there should be more emphasise 
on domestic market oriented policies to realize further sustainable growth.
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１．研究開始当初の背景 
 
インフォーマル経済部門はアジアの途上
国にとって極めて重要であり、その非農業労
働者の約 7割を雇用していると推計されてい
る。ベトナムにおけるインフォーマル部門の
規模を示す統計データはないが、都市部を中
心に非常に大きなインフォーマル経済が存
在しており、雇用の創出と地場産業の活性化
に大きく貢献していることが知られている。 
今日の経済のグローバル化は、このインフ
ォーマル部門を含む途上国経済を国際的な
生産・流通ネットワークに積極的に組み込む
形で展開されてきたが、そのインフォーマル
部門への影響については、多くの研究者や開
発関係者が関心を寄せるようになってきた。
この問題に関連する見解の一つに、経済のグ
ローバル化がインフォーマル部門を含む途
上国の経済発展、とりわけ産業の高度化に重
要な役割を果たすとする議論がある。これら
の議論では、海外直接投資や技術移転、そし
て先進国市場へのアクセスなどが途上国の
産業化・工業化と経済発展に不可欠であると
指摘されている。他方、経済のグローバル化
による競争圧力が、途上国経済の生産要素費
用の引き下げや、これに伴う労働条件の悪化
につながっていると指摘するものも多い。こ
うした圧力は、途上国でも弱い立場に置かれ
ているインフォーマル部門従事者にとりわ
け強く影響しているとされている。 

 
 
２．研究の目的 
上記のような背景と、その問題関心の高ま
りとは裏腹に、客観的なデータに基づいた実
証研究の蓄積はまだ比較的少ない。そのため、
途上国のインフォーマル経済を対象もしく
は包括し、経済のグローバル化を前提とした
産業高度化への課題や可能性についてはま
だ十分に明らかになっていない。したがって
本研究では、ホーチミン市のインフォーマル
部門の実態を、ミクロデータを用いて分析し、
これを事例としてグローバル経済化がいか
にインフォーマル経済と関わり、いかなる影
響をもたらし、それがどのような条件のもと
で産業高度化の原動力となりうるのかとい
う点を検証してきた。また、ベトナムのフィ
ールドワークで得られた知見をベースに、そ
れを他国（カンボジア、ラオス、タイ、ミャ
ンマーなど）の産業発展の問題にも積極的に
応用し、分析することで、ベトナムをはじめ
とした途上国の産業化の問題をより広い視
点からとらえるように心がけてきた。 
 
 
３．研究の方法 
インフォーマル部門に関するこれまでの
研究の多くは、路上の屋台事業者や小売業者
など零細なサービス業に焦点を当てたもの
が多いが、本研究では途上国で典型的な労働

集約型工業部門であり、ベトナムの主要輸出
産業でもある縫製産業に着目した。研究対象
として縫製部門を選んだ理由としては、同産
業の輸出セクターがグローバル経済との関
わりの中から発展してきたことと、この輸出
セクターとの関係が薄かったインフォーマ
ルな縫製部門との関連を分析することで、経
済のグローバル化とインフォーマル部門の
関係を明らかにすることが可能となるから
である。また、経済のグローバル化において
ベトナムのインフォーマル経済が産業高度
化にどのような影響をもたらしているのか
を検証することで、東アジアの発展パターン
であった輸出志向型の労働集約型工業化の
他国への応用可能性を検証することも可能
となるという点もあげられる。 
具体的な研究の方法としては、主に国内市
場向けに生産と流通を行うベトナムのイン
フォーマル企業を対象とすることから、現地
（主にホーチミン市）でのフィールドワーク
による一次データの収集とその分析が中心
となった。 
 
 
４．研究成果 
 
１）ベトナムでは多くの輸出志向型縫製企業
が仕様や生地などを海外バイヤーから無償
で供給され、知識集約度が相対的に低く、汎
用技術を多用するいわゆる CMT（Cut, Make 
and Trim）型委託加工による生産流通形態を
とっている。その生産と流通過程において、
ベトナム企業はより高度な機能であるデザ
インやマーケティングなどにはかかわって
いない。しかしこれに対し、国内市場を中心
に担うインフォーマルな縫製企業では、自ら
製品企画から資材の調達、縫製までを行って
いることが多い。また自社小売店を整備し、
衣類品の流通まで担うなど市場形成にまで
かかわる企業も少なくない。輸出型縫製企業
が比較的単純で労働集約的な組み立て工程
に特化していたのに対し、国内市場を中心と
した縫製企業は上述のような、より知識集約
度の高い機能を担ってきたのである。この結
果、縫製工程に関してはより進んだ海外の先
進的な設備や生産システムへのアクセスが
あった輸出型企業が効率性・品質という側面
において強い優位性を発揮したものの、国内
市場型企業は市場の不確実性にまつわるリ
スクが高いが付加価値も比較的高い機能を
担うことで成長を実現してきたことが明ら
かとなった。 
 
２）ベトナムのような経済発展の著しい新興
工業国では、各企業は著しい賃金の上昇圧力
の影響を受け、高度化を成功させることで労
働力を確保することが死活問題となってき
ている。そのため、グローバル化による競争
激化が直接賃金などを含めた労働条件の低
下もしくは抑圧につながるとは言えず、むし



ろ企業にとっては高度化を実現させること
でより良い労働環境を提供する必要性が高
まっている。ただし、労働面におけるグロー
バル化の影響は、労働者のスキルレベルや労
働市場の統合度・制度設計によって異なる可
能性が高く、この点に関しては、今後の研究
が必要であると思われる。 
 
３）国内市場を中心に担う企業の多くはイン
フォーマルな企業であるが、それらの企業は
輸出型企業と異なり、製品仕様の決定や自主
的な資材調達にかかわる、より知識集約度の
高い機能を担ってきたことは上述のとおり
である。このことは、グローバル経済下にお
いて途上国がさらなる経済発展（産業高度
化）を実現するには、国内市場が重要となる
ことを示しているように思われる。これまで
東アジアでは主に輸出主導型の工業化を促
進してきたが、グローバル経済化のなかで生
産工程の国際的な垂直分業が進み、各生産工
程がその生産要素集約度の違いに応じてグ
ローバルに立地するようになると、海外企業
が統括する生産・流通ネットワークを超えて、
国内市場の中で機能の高度化を実現するこ
とが重要となってきている。 
 
４）これらの点は、現在多くのアジアの国々
で話題に上がっている「中所得国の罠」の問
題に大きなインプリケーションを持つもの
と思われる。「中所得国の罠」とは、本研究
では後発諸国がうまく国際生産・流通ネット
ワークに参画したものの、その後自国のイニ
シアティブによる産業の高度化がなかなか
実現せず、いつまでも外国企業の統括下で付
加価値の低い機能のみを担い続けている状
況と位置付ける。 
この問題に対し、本研究では国内市場の役
割が重要である可能性を明らかにしてきた。
つまり、縫製品の企画やデザイン、さらには
マーケティングという諸機能は極めてリス
クの高い機能であり、こうした機能を担う場
合には海外市場（輸出）ではなく、国内市場
がより重要となりうるのである。 
こうした視点を取り入れれば、グローバル
経済化における途上国の今後の産業高度化
は、対外的な貿易交渉で自国産業や企業の国
際的なポジションを良くしようとするより
も、むしろ自国の国内のビジネス環境の整備
に重点を置くことが重要となる。対外的には
開放度を保ち、国際生産・流通ネットワーク
へのさらなる参画の機会を積極的に作り出
しつつ、国内の制度的インフラの整備を合わ
せて進めることが、中所得国の罠を克服し、
将来的に国際生産・流通ネットワークでもよ
り高いレベルのイニシアティブをとるため
の道筋となる可能性が高い。 
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